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世界でもきわめて貴重な固有の動植物種が生息・生育する小笠原諸島。
その特異な自然が外来種により脅かされています。

いま、世界遺産の有力な候補でもある
小笠原独自の生態系を守る取り組みが進められています。

小笠原国有林の新たな取り組み

時事緑報
VOL.2

兄島
乾性低木林が分布

母島（中北部）

・湿性高木林が分布
・アカガシラカラスバト

が繁殖

父島（東部）

・乾性低木林が分布
・アカガシラカラスバト

が繁殖
小笠原諸島  森林生態系保護地域の位置図

凡例
保存地区
保全利用地区
特に緊急に対策を
講ずるべき地域
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写真上：固有種であるア
カガシラカラス
バト

写真中：アカギの駆除（巻
き枯らし）

写真下：小笠原諸島最大
規模の乾性低木
林が分布する兄
島

小
笠
原
諸
島
は
、
過
去
に
大
陸
と
陸
続

き
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
海
洋
島
。
偶
然

海
を
越
え
、
た
ど
り
着
い
て
定
着
し
た
動

植
物
だ
け
が
独
自
に
進
化
し
て
き
た
特
異

な
生
態
系
を
も
ち
ま
す
。
外
敵
や
競
合
す

る
種
の
な
い
環
境
に
あ
っ
た
固
有
種
は
、

外
来
種
の
移
入
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
ア
カ
ギ
、
モ
ク
マ
オ
ウ
、
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
な
ど
の
外
来
植
物
種
が
分

布
を
拡
大
し
、
固
有
の
植
生
が
駆
逐
さ
れ
、

こ
れ
に
依
存
す
る
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ

ト
や
昆
虫
の
生
息
に
も
支
障
が
生
じ
て
い

特
異
な
生
態
系
を
守
る
た
め

｢
保
全
管
理
計
画｣

に
基
づ
く

取
組
を
推
進

ま
す
。
ま
た
、
ノ
ヤ
ギ
、
ノ
ネ
コ
、
ネ
ズ

ミ
、
は
虫
類
な
ど
の
外
来
動
物
種
も
流
入

し
、
希
少
な
固
有
種
や
そ
の
餌
を
食
い
荒

ら
し
、
植
生
の
破
壊
・
裸
地
化
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
生
態
系
を
保
全
す
る
た
め
、

世
界
自
然
遺
産
推
薦
も
視
野
に
入
れ
、
林

野
庁
で
は
小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
の
ほ
と

ん
ど
を
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
し
て
指

定
し
、
平
成
二
〇
年
三
月
に
「
保
全
管
理

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り

こ
の
保
全
管
理
計
画
に
基
づ
き
対
策
を
本

格
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
保
全
管

理
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。
一
つ
は
、

小
笠
原
の
在
来
種
の
生
息
・
生
育
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
外
来
種
を
駆
除
す
る
な

ど
の
対
策
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
ア
カ
ギ
は
、
そ
の
駆
除
に
当
っ

て
徹
底
的
な
巻
き
枯
ら
し
や
除
草
剤
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
小
笠
原
で

は
強
い
繁
殖
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
競
争

力
の
弱
い
在
来
種
を
保
護
す
る
に
は
、
こ

の
よ
う
な
外
来
種
を
駆
除
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
人
が
無
秩

序
に
森
林
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
植
生
や

野
鳥
の
繁
殖
に
悪
影
響
を
及
ば
さ
な
い
よ

う
、
利
用
の
ル
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と
。

立
ち
入
る
ル
ー
ト
が
指
定
さ
れ
、
ガ
イ
ド

な
ど
講
習
を
受
け
た
人
の
同
行
を
条
件
と

し
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
内
の
国
有
林
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
調
査
研
究
活
動
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
多
く
の

人
々
が
入
れ
ば
、
踏
み
つ
け
な
ど
に
よ
っ

て
植
生
を
痛
め
ま
す
。
大
切
な
自
然
を
傷

つ
け
る
こ
と
な
く
、「
持
続
可
能
な
利
用
」

を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
入
林
ル
ー
ル
づ
く
り
の
基
本
に

な
っ
た
考
え
方
で
す
。

保
全
管
理
計
画
は
、
研
究
者
な
ど
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
意
見
を
得
つ
つ
、

学
識
経
験
者
、
研
究
者
、
地
元
関
係
者
な

ど
に
よ
る
保
全
管
理
委
員
会
の
答
申
を
得

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
に
検

討
委
員
会
が
三
回
開
か
れ
、
地
元

報
告
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
専

門
家
や
学
識
経
験
者
だ
け
で
な
く
、

ガ
イ
ド
や
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
幅
広
い
層

の
人
々
が
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

関
係
者
が
考
え
を
共
に
し
、
貴
重

な
森
林
生
態
系
を
守
っ
て
い
こ
う

と
い
う
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
ま
す
。




